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件  名  

下関５大学連携「赤間関」公開講座の開催について 

内  容  

 １．開催の趣旨および内容 

   下関５大学では、連携事業の 1つとして、「赤間関」公開講座を共同開催しています。

これは各大学が相互に連携・協力し、知的資源を市民の方々に提供することで、地域社

会における教育・文化の向上に資することを目的としています。 

   開講３年目となる本年度は、「関門海峡」～ふね、ひと、れきし～をテーマに水産大

学校練習船「耕洋丸」にて講演および船内見学を開催いたします。講演内容等は別紙チ

ラシをご確認ください。 

 ２．主催 

  下関市立大学、東亜大学、梅光学院大学、水産大学校、下関短期大学 

 ３．日時等 

  日 時：平成２７年２月２８日（土）１３：３０～１５：３０ 

  場 所：水産大学校練習船「耕洋丸」船内（下関岬之町ふ頭２６号岸壁） 

  定 員：５０名程度（応募は終了しております） 

  受 講 料：無料 

 ４．注意事項 

  取材には必ず事前申込みが必要となります。下記の取材申込み先に社名及び記者名をお伝え

下さい。なお、取材申込みは前日２７日の１５時までとさせていただきますが、船内が狭い

ため申込みが多い場合は先着順としてお断りさせていただく場合がございます。また、専用

の駐車スペースがない等各種注意事項がございます。詳細は別紙チラシをご確認くださ

い。 

 ５．取材申込み先 

  独立行政法人水産大学校 企画情報部企画課 

  電話：０８３－２６４－２０３３ 

問い合わせ先・担当者連絡先 

経営企画グループ長 地域共創班長 担当者 連絡先 

やまだまなみ やまおゆきみつ うちだよしまさ 
083-254-8613 

山田麻奈美 山尾幸光 内田吉政 

提出日 平成 27 年 2 月 24 日 広報連絡先 
（経営企画班） 

Tel.083-254-8707 koho@shimonoseki-cu.ac.jp 

 



問 合 先 
独立行政法人 水産大学校 企画情報部 企画課 
 電話： ０８３-２６４-２０３３  メール： zenpan@fish-u.ac.jp 

平成２７年 

２月２８日（土） 

１３：３０～１５：３０ 

水産大学校練習船「耕洋丸」船内 

（岬之町ふ頭２６号岸壁） 

定員：５０名程度（応募者多数の場合抽選） 
 下関５大学では、連携事業の１つとして、「赤間関」公開講座を共同開

催しています。これは各大学が相互に連携・協力し、知的資源を市民の

方々に提供することで、地域社会における教育・文化の向上に資するこ

とを目的としています。 

■主催 : 下関市立大学、東亜大学、梅光学院大学、水産大学校、下関短期大学 

 
■後援 : 下関市、下関市教育委員会 

 

申込方法 

〒759-6595 下関市永田本町2-7-1 

独立行政法人 水産大学校 企画情報部企画課 宛 

往復はがきに「公開講座申し込み」と朱書きしていただき 

往信はがきに▸氏名▸職業（所属）▸年齢▸同伴者 有・無 （ 人） 

返信はがきに、返信用の住所、氏名をご記入ください。 

応募期間 平成２７年２月１日～２月１３日 ※消印有効 
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【注意事項】 

▶専用の駐車スペースはござ

いません。お車で来られる場

合には、各自で最寄りの公営

駐車場等をご利用ください。 

▶中学生以下は保護者の同伴が必要となります。 

▶船へのタラップ及び船内の階段等は大変狭くて急であり、加えて段差等

が至る所にあることをご承知いただき、独立歩行に支障のない方に限らせ

ていただきます。 

▶危険防止のためサンダル等は禁止とさせていただきますとともに、荷物

やお子様等で両手が塞がるような状態とならないよう注意が必要です。 
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